






研究目的:わが国における母子保健サービス事業の中で、乳幼児健康診査については国レ

ベルでは出生後 3ヵ月と 3歳児で、市町村レベルでは 1歳 6ヵ月児を対象に実施されてお

り、3 歳児に対する視覚、聴覚アンケート調査も含めて受診率も高く、その目的は充分に

果されてきた。今後は改めて今日的視野にたった乳幼児健康診査が強く求められ、従来の

健康診査、保健指導を評価しながら抜本的な施策の展開が必要になると考えられる。

ここでは 1)先ず北海道においては、乳幼児健康診査がどのようにして医療機関に委託さ

れ、実施されているかの把握、2)その実態を踏まえて今後の施策に対応するには医療機関

としてどのような体制づくりを考慮しなければならないか、またどのような健康診査、保

健指導内容をもって望むべきかを検討することを目的とした。


